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表 1 講義でと りあげた女性逮























































































































。古代，中世（北条政子 26/100，紫式部 24/160，額田王女 16/160) 
。近世 （ガラシャ夫人 13/143，北政所 ねね 13/143，淀君 11/143)
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したがって，歴史の中に， 女性に視点をあてて観る場合にも， まず時代を しっかり捉え，そ
の上で女性としての生きかたを観るという事に力を入れたつもりである。
しかし，もともと歴史学や，日本史学の専攻者でもなく，さ らに研究歴のない私が，たまた
ま，教師になろうとする学生達に，一般教養的な立場で，女性史を共に勉強してみよう とした
ひとつの試みであった事を前提にして，以上の小論をまとめてみたのである。それだけに， 私
の多分に主観的な心情が学生達に伝わって，提出されたレポートは大部分が歴史的な観点より
は，現在の自分とひきくらベた立場で画くという方向が強くなったように思う。 今後の講義に
は，以上の点に反省を加えながら取り組んでみたいと考えている。
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